
 
 

） 

塩田 直史

年 月 日

） 
塩田 直史

年 月 日

） 脛骨高原粉砕骨折後の人工膝関節置換術
塩田 直史
日本骨折治療学会 第 回アドバンスコース研修会 年 月 日

） 
竹内 一裕
Wirbelsäulen Seminar Interdisziplinäres Wirbelsäulengespräch Klinikum Osnabrück

年 月 日

） 
竹内 一裕
Wirbelsäulen Seminar Interdisziplinäres Wirbelsäulengespräch Klinikum Osnabrück

年 月 日

） –
竹内 一裕
Wirbelsäulen Seminar Interdisziplinäres Wirbelsäulengespräch Klinikum Osnabrück

年 月 日

） 
竹内 一裕
Wirbelsäulengespräch in Kassel 年 月 日

） 
竹内 一裕
Wirbelsäulengespräch in Kassel 年 月 日

） 
竹内 一裕

年 月 日～ 月 日

） 内固定材料の選択と手術手技の工夫
塩田 直史
第 回日本股関節学会学術集会 年 月 日

） 
竹内 一裕

年 月 日
） ロッキングプレートを用いたステム周囲骨折の治療

塩田 直史
第 回日本人工関節学会学術集会 年 月 日

） 骨盤骨折における の活用
塩田 直史
第 回日本 学会 年 月 日

 
 

皮膚科 医長 浅越 健治

● 診療科の特色

１． 皮膚腫瘍の診断・治療 ： ダーモスコピー、皮膚超音波検査などの非侵襲的検査や生検によって診

断を行います．疾患によっては他施設と連携して遺伝子診断も行います．特に悪性腫瘍では、画像

診断や早期のリンパ節転移を同定するセンチネルリンパ節生検などを用いて、病状や進行度を正確

に把握したうえ過不足のない適切な治療をこころがけます．外科的治療が中心となりますが、病状に

応じて放射線療法、抗がん剤治療を適用します．進行期皮膚悪性腫瘍に対しては分子標的薬、免

疫チェックポイント阻害薬などの新規治療が次々と適応となってきています．

２． 皮膚外科手術・処置 ： 外科的治療を要する皮膚疾患の治療に積極的に対応しています。良性お

よび悪性の皮膚腫瘍、母斑、重症軟部組織感染症、膿皮症、などが適応となります。

３． 難治性皮膚疾患（自己免疫性水疱症、乾癬、掌蹠膿疱症、重症アトピー性皮膚炎、脱毛症、など）の

診断・治療 ： 視診に加え、皮膚病理組織検査、蛍光抗体検査、血清学的手法などで診断します．

遺伝性皮膚疾患では遺伝子診断も行われます．疾患によっては薬物療法のほか理学療法（紫外

線療法： エキシマライト など）も併用して治療します．従来より重症乾癬、

関節症性乾癬、などでは生物学的製剤や分子標的薬による治療が行われていましたが、最近では

重症じんま疹、重症アトピー性皮膚炎、掌蹠膿疱症、化膿性汗腺炎、結節性痒疹など様々な難治

性皮膚疾患に対しても生物学的製剤や分子標的薬の適応が広がっています。

４． 皮膚病変を伴う全身性疾患の診断・治療 ： 膠原病、血管炎、血液疾患、など皮膚病変を伴う全身

疾患の診断と治療に当たります．しばしば皮疹が全身疾患診断の糸口になります．

５． 他科疾患の皮膚合併症への対応 ： 皮膚感染症や薬疹など、他科領域の患者さんに生じた皮膚合

併症や皮膚トラブルに対応し、検査・診断・治療を行います．

６． 皮膚科の救急的疾患への対応 ： 感染症（細菌、ウイルス）、急性炎症性皮膚疾患、などに対応し

ます。年間 例の救急患者に対応し、その大多数が入院加療しています。

７． 新生児、小児皮膚疾患への対応 ： 小児科と連携し、皮膚炎、感染症（ウイルス、細菌）などの一般

的疾患の他、遺伝性疾患、膠原病、などの診断と治療に関わります．

８． 皮膚病理診断 ： 皮膚病理診断に重点を置き、病理部と連携して正確な診断を心がけます．

９． アレルギー検査 ： パッチテスト、プリックテスト、 最小紅斑量 測定、など

● 診療実績

１． 主要手術件数(手術室で施行したもの) 年間手術件数：221 名

疾患 症例数

良性腫瘍、母斑 104

悪性腫瘍 67

細菌感染症 17

皮膚潰瘍等 9

その他 24
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２． 入院主要疾患 臨床統計 年間入院件数：204 件

疾患 症例数

悪性腫瘍 58

良性腫瘍、母斑 21

細菌感染症 44

ウイルス感染症 14

薬疹、アレルギー 11

熱傷・外傷 7

水疱症、膿疱症 7

皮膚潰瘍等 6

皮膚炎・紅斑症・蕁麻疹 4

褥瘡 4

膿皮症 4

その他 24

３． 特殊検査法・治療

検査・治療 件数

外来処置室での手術 77

皮膚生検 436

紫外線療法 425

ダーモスコピー 321

皮膚超音波検査 173

パッチテスト 15

プリックテスト 2

MED 測定 1

● 研究業績
論文
） 

） 

） 藤田 周作 瀧川 充希子 大倉 隆宏 石橋 脩一 末延 耕作 玉井 圭 井上 拓志 亀田 雅博 浅越
健治
先天性巨大色素性母斑に対する の施行例
皮膚外科学会雑誌

 
 

） 浅越 健治
点状角質融解症：

） 藤本 倫代芦田 日美野石井 芙美浅越 健治神農 陽子横尾 賢福田 能丈
左上腕に生じ皮下血腫と鑑別を要した脱分化型脂肪肉腫の 例
岡山医療センター年報

） 長江 桃夏清水 慎一若槻 俊之梅川 剛上西 陽介佐柿 司永原 華子福本 康史古立 真一
万波 智彦芦田 日美野
ペムブロリズマブ投与中に水疱性類天疱瘡を発症した上行結腸癌の 例
岡山医療センター年報

） 谷口 もこ岩本 佳隆岡本 啓典服部 瑞穂竹山 貴久齋藤 崇濱口 保仁福田 能丈重歳 正尚
石井 芙美金光 喜一郎
マイコプラズマ肺炎との鑑別を要した成人多系統炎症性症候群 の 例
岡山医療センター年報

） 水田 康生瀧川 充希子眞部 恵子浅越 健治
左母趾に生じた （ ）の 例
西日本皮膚科

） 浅越 健治藤澤 康弘
皮膚血管肉腫の診療ガイドライン
皮膚科

学会発表
） 肝硬変に伴う凝固因子欠乏により出血傾向を示し，術後出血コントロールに難渋した鼻背基底細

胞癌の 例
淺田 志乃舞
第 回日本皮膚科学会岡山地方会 年 月 日

） の１例
藤田 周作
第 回日本皮膚科学会岡山地方会 年 月 日

） シロリムス内服にて加療した の 例
芦田 日美野
第 回日本皮膚科学会総会 年 月 日

） 爪甲縦線・縦溝・縦裂を呈した爪床爪母の上皮性良性腫瘍の 例
藤田 周作
第 回日本皮膚外科学会総会・学術集会 年 月 日

） 鼠径部センチネルリンパ節に を認めた外陰部乳房外
病の 例
石井 芙美
第 回日本皮膚悪性腫瘍学会学術大会 年 月 日

） 乳児の舌に異物の堆積と黒毛舌を生じた１例
藤田 周作
第 回日本皮膚科学会岡山地方会 年 月 日

） ワクチン接種後に再燃した汎発性膿疱性乾癬の１例
横溝 紗佑里
第 回日本皮膚科学会岡山地方会 年 月 日

） の１例
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２． 入院主要疾患 臨床統計 年間入院件数：204 件

疾患 症例数

悪性腫瘍 58

良性腫瘍、母斑 21

細菌感染症 44

ウイルス感染症 14

薬疹、アレルギー 11

熱傷・外傷 7

水疱症、膿疱症 7

皮膚潰瘍等 6

皮膚炎・紅斑症・蕁麻疹 4

褥瘡 4

膿皮症 4

その他 24

３． 特殊検査法・治療

検査・治療 件数

外来処置室での手術 77

皮膚生検 436

紫外線療法 425

ダーモスコピー 321

皮膚超音波検査 173

パッチテスト 15

プリックテスト 2

MED 測定 1

● 研究業績
論文
） 

） 

） 藤田 周作 瀧川 充希子 大倉 隆宏 石橋 脩一 末延 耕作 玉井 圭 井上 拓志 亀田 雅博 浅越
健治
先天性巨大色素性母斑に対する の施行例
皮膚外科学会雑誌

 
 

） 浅越 健治
点状角質融解症：

） 藤本 倫代芦田 日美野石井 芙美浅越 健治神農 陽子横尾 賢福田 能丈
左上腕に生じ皮下血腫と鑑別を要した脱分化型脂肪肉腫の 例
岡山医療センター年報

） 長江 桃夏清水 慎一若槻 俊之梅川 剛上西 陽介佐柿 司永原 華子福本 康史古立 真一
万波 智彦芦田 日美野
ペムブロリズマブ投与中に水疱性類天疱瘡を発症した上行結腸癌の 例
岡山医療センター年報

） 谷口 もこ岩本 佳隆岡本 啓典服部 瑞穂竹山 貴久齋藤 崇濱口 保仁福田 能丈重歳 正尚
石井 芙美金光 喜一郎
マイコプラズマ肺炎との鑑別を要した成人多系統炎症性症候群 の 例
岡山医療センター年報

） 水田 康生瀧川 充希子眞部 恵子浅越 健治
左母趾に生じた （ ）の 例
西日本皮膚科

） 浅越 健治藤澤 康弘
皮膚血管肉腫の診療ガイドライン
皮膚科

学会発表
） 肝硬変に伴う凝固因子欠乏により出血傾向を示し，術後出血コントロールに難渋した鼻背基底細

胞癌の 例
淺田 志乃舞
第 回日本皮膚科学会岡山地方会 年 月 日

） の１例
藤田 周作
第 回日本皮膚科学会岡山地方会 年 月 日

） シロリムス内服にて加療した の 例
芦田 日美野
第 回日本皮膚科学会総会 年 月 日

） 爪甲縦線・縦溝・縦裂を呈した爪床爪母の上皮性良性腫瘍の 例
藤田 周作
第 回日本皮膚外科学会総会・学術集会 年 月 日

） 鼠径部センチネルリンパ節に を認めた外陰部乳房外
病の 例
石井 芙美
第 回日本皮膚悪性腫瘍学会学術大会 年 月 日

） 乳児の舌に異物の堆積と黒毛舌を生じた１例
藤田 周作
第 回日本皮膚科学会岡山地方会 年 月 日

） ワクチン接種後に再燃した汎発性膿疱性乾癬の１例
横溝 紗佑里
第 回日本皮膚科学会岡山地方会 年 月 日

） の１例
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淺田 志乃舞
第 回日本皮膚科学会岡山地方会 年 月 日

） ダウン症候群患者に発症した斑状皮膚萎縮症の 例
石井 芙美
第 回日本皮膚科学会西部支部学術大会 年 月 日

） 間質性肺炎を合併した汎発型斑状強皮症の 例
横溝 紗佑里
第 １回日本皮膚科学会岡山地方会 年 月 日

） 末梢性 細胞リンパ腫（ ）患者の経過中に紅皮症を合併し、皮膚リンパ腫との鑑別を要
した 例
藤田 周作
第 回皮膚リンパ腫症例検討会 年 月 日

講演、研究会
〜専⾨領域を超えたアレルギー疾患へのアプローチ〜

浅越 健治
年 月 日

） アトピー性皮膚炎のトピックスと新しい治療
浅越 健治
御津医師会学術講演会 年 月 日

） 実地医家が知っておきたい皮膚疾患への対応
浅越 健治
御津医師会学術講演会 年 月 日

 
 

産婦人科 医長 熊澤 一真

● 診療科の特色

 総合周産期母子医療センター

私たちの施設は、 年に新生児科とともに岡山県から総合周産期母子医療センターに指定され

て以来、麻酔科をはじめ各科のバックアップをいただきながら、他の周産期センターと協力して、岡

山県の母子保健の向上に努めてきました。当院は、小児外科も充実しており、多数例の小児外科

疾患を胎児期から小児外科医とともにフォローさせていただいています。

私たちの施設では、奇形をもった児や早産などで出生後ＮＩＣＵに入院となる児の両親には、新生児

科や小児外科から予想される出生後の児の状況について説明をしてもらうことを大事にしています。

ご両親は、自分のこどもが出生後にどのような治療を受け、どのように育っていくか、について心配

されています。ご両親にとってすごく大切なことと考えています。

● 入院診療実績

１． 婦人科主要手術 年間手術件数 件

手術名 件数

子宮附属器腫瘍摘出術（腹腔鏡）

子宮頸部円錐切除術

附属器腫瘍摘出術（開腹）

子宮筋腫核出術（腹腔鏡）、（子宮鏡下）

腹式単純子宮全摘術（ ）

子宮内膜ポリープ切除術

膣式単純子宮全摘術（ ）

膣式単純子宮全摘術＋膣会陰形成術

その他

子宮悪性腫瘍手術

２． 産科診療実績

総分娩数 、出生児数 （（死死産産 ））、多胎分娩数 （（双双胎胎 、、品品胎胎 ））でこの年度の帝王切開率は

でした。以前に比べると増加傾向にありますが、原因として母体年齢の高齢化と多胎妊娠にお

ける分娩割合の増加が考えられます。母体年齢の高齢化は著しく、昨年は全体の約半数（（ ））を

歳以上の妊婦が占め、 歳以上の妊婦では を占めています。また、近年は全国的に出産数が減

少しています。当院も分娩数は減少していますが、その中で多胎妊娠の割合が増えています。当院の

帝切率は周産期センターの中では全国的にみても低率のグループで、既往帝切後の経腟分娩や双

胎妊娠の経腟分娩、未熟児や低置胎盤の経腟分娩など、できるだけスタンダードな分娩を目標にして

きた結果と考えています。しかし、こういった分娩は緊急帝王切開のリスクや出生時の児のリスクも高

いため、麻酔科医や新生児科医の昼夜を問わないバックアップが必要であり、各科の協力体制の賜

物と言えます。
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